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響を理論的に考察している。Yamashiki et al. (2013)による観測研究の結果は、河口












Evolution (SCE-UA)法でモデルパラメータを最適化している。2002年 7月の台風 Chataan
と 2011 年 9 月の台風 Roke を対象にした流出解析の結果、パラメータ同定時の計算値と
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(2) dQ の分布について、河口からの距離と深さの 2 次元断面を対象に、ナビエス
トークス方程式を解く海洋モデル (MSSG)を適用した数値シミュレーションを行った。
その結果、dQ が深さ方向中心部で最大値を取るためには、河口からの平均流速が 1 m/s
程度の場合であること、それよりも河川からの流速が小さくなるとその傾向が見られ
ないことなどを明らかにした。 
(3) 東北地方から関東地方において太平洋に流出する一級河川 9 流域を対象にセル




は採用した。Nash-Sutcliffe (NS) 係数で計算値と観測値の適合度を評価すると、同定時は NS
係数が 0.95 を上回り、また検証時においてもそれが 0.8 以上の値を示した。 9 流域
からの総流量の再現性が検証期間でも NS 係数は 0.86 の結果を示しており、太平洋に
流出する主要河川の降雨流出量を適切に推定するモデルの構築に成功した。 
(4) 構築したモデルを用いて、海洋モデル(JCOPE-T)と結合した結果、表層の塩分














なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表
に際しては、（平成 29 年 11 月 23 日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要
約したものとすることを認める。 
 
